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RL78/G12 
電圧検出回路（リセットモード） 

 

要旨 

本アプリケーションノートでは、RL78/G12 に搭載している電圧検出回路（LVD）のリセットモードの使用
方法を説明します。電源電圧（VDD）が LVD 検出電圧（VLVI）より低い場合、LVD による内部リセットが発
生します。また、LED 表示によりパワーオンリセット（POR）と区別できるようになっています。 

 

 

対象デバイス 

RL78/G12 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分
評価してください。 

R01AN1054JJ0100
Rev.1.00
2012.9.1



RL78/G12 電圧検出回路（リセットモード） 

R01AN1054JJ0100  Rev.1.00  Page 2 of 17 

2012.9.1  

 

目次 

1. 仕様 ................................................................................................................................................... 3 

2. 動作確認条件..................................................................................................................................... 4 

3. 関連アプリケーションノート ........................................................................................................... 4 

4. ハードウェア説明.............................................................................................................................. 5 
4.1 ハードウェア構成例....................................................................................................................... 5 
4.2 使用端子一覧.................................................................................................................................. 5 

5. ソフトウェア説明.............................................................................................................................. 6 
5.1 動作概要 ......................................................................................................................................... 6 
5.2 オプションバイトの設定一覧 ........................................................................................................ 8 
5.3 変数一覧 ......................................................................................................................................... 8 
5.4 関数（サブルーチン）一覧 ............................................................................................................ 8 
5.5 関数仕様 ......................................................................................................................................... 9 
5.6 フローチャート ............................................................................................................................ 10 

5.6.1 CPU 初期化関数 .................................................................................................................... 11 
5.6.2 入出力ポートの設定 .............................................................................................................. 12 
5.6.3 クロック発生回路の設定 ....................................................................................................... 13 
5.6.4 INTP0 の初期設定.................................................................................................................. 14 
5.6.5 メイン処理............................................................................................................................. 15 
5.6.6 INTP0 割り込み処理 .............................................................................................................. 16 

6. サンプルコード ............................................................................................................................... 17 

7. 参考ドキュメント............................................................................................................................ 17 

 
 

 



RL78/G12 電圧検出回路（リセットモード） 

R01AN1054JJ0100  Rev.1.00  Page 3 of 17 

2012.9.1  

1. 仕様 

本アプリケーションノートでは、LVD（リセットモード）の使用方法を説明します。 

電源電圧（VDD）が LVD 検出電圧（VLVI）を下回った場合、LVD による内部リセットが発生します。また、
LED 表示により POR と区別できるようになっています。スイッチの入力回数によって、3 つある LED 表示
状態が変更されます。 

VDD＜VLVIになった場合、LVD による内部リセットが発生します。その後、VDD≧VLVIになると、LVD の
内部リセットは解除されます。そのとき、最後に表示されていた LED の状態から動作を開始します。 

VDD＜VPDR（POR 電源立ち下がり電圧）になった場合、POR による内部リセットが発生します。その後、
VDD≧VLVIになると、内部リセットは解除され、LED 表示が全消灯の状態から動作を開始します。 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 に LVD（リセットモード）の動作概要を示します。 

 

表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 

LVD 電源電圧（VDD）を監視する 

P137/INTP0 スイッチ入力 

P12～P14 LED 点灯制御（LED0～LED2） 

 

 

図 1.1  LVD（リセットモード）の動作概要 

CPU 状態 

電源電圧（VDD） 

VPOR =1.51V（TYP） 

VLVI 

LVD リセット信号 

POR リセット信号 

リセット 通常動作 リセット 
（LVD） 通常動作 通常動作 リセット リセット 
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2. 動作確認条件 

本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表2.1 動作確認条件 

項目 内容 

使用マイコン RL78/G12（R5F1026A） 

動作周波数 ・高速オンチップオシレータ（HOCO）クロック：24MHz 

・CPU／周辺ハードウエアクロック：24MHz 

動作電圧 5.0V（2.9V～5.5V で動作可能） 

LVD 動作（VLVI）：リセットモード 

・立ち上がり電圧：2.81V（2.76V～2.87V） 

・立ち下がり電圧：2.75V（2.70V～2.81V） 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
 CubeSuite+ V1.01.01 

アセンブラ ルネサス エレクトロニクス製 
 RA78K0R V1.50 

使用ボード RL78/G12 ターゲットボード（QB-R5F1026A-TB）+LED 

 

 

3. 関連アプリケーションノート 

本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ
い。 

 

RL78/G12 初期設定（R01AN1030J）アプリケーションノート  
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 

図 4.1 に本アプリケーションノートで使用するハードウェア構成例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1. 30 ピン製品のみ。 

図 4.1  ハードウェア構成 

 

注意 この回路イメージは接続の概要を示すために簡略化しています。実際に回路を作成される場合は、端
子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください（入力専用ポートは個別に抵
抗を介して VDDまたは VSSに接続してください）。 

 

4.2 使用端子一覧 

表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 

表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 

P12 出力 LED 点灯（LED0）制御ポート 

P13 出力 LED 点灯（LED1）制御ポート 

P14 出力 LED 点灯（LED2）制御ポート 

P137/INTP0 入力 スイッチ入力ポート 

 

 

P12
LED0

VDD

SW

RESET

VDD

RL78/G12 
 

VDD 

VDD 

VSS 

REGC 注 1

P137/INTP0

VDD

P13
LED1

VDD 

P14
LED2

VDD 

P40/TOOL0 オンチップデバッグ用 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 

本アプリケーションノートでは、LVD（リセットモード）を使用して電源電圧を監視しています。 

VDD＜VLVIになった場合、LVD による内部リセットが発生します。このとき、各種レジスタは初期化され
ます。しかし、VDD＞VPDR であれば、内蔵 RAM はリセット発生前の状態を保持します。したがって、LVD
リセット時は、リセット発生前のスイッチの入力回数を保持できるため、リセット発生前に表示されていた
LED の状態から動作を開始することができます。 

なお、LVD 以外のリセット時は、スイッチの入力回数が初期化されます。 

 

1. LVD の初期設定を行います。 
＜設定条件＞ 

・電源投入時またはリセット解除後、自動的にオプションバイトを参照し、LVD はリセットモードに

設定されます。 

・LVD 検出電圧は、立ち上がり検出電圧が 2.81V、立ち下がり検出電圧が 2.75V に設定されます。 
 

注意 リセットモードを選択した場合、電圧検出レベルレジスタ（LVIS）は書き込み禁止です。LVIS レジ
スタの初期値は、自動的に 81H（リセットモード、低電圧検出レベル：VLVI）に設定されます。 
 

2. 入出力ポートを設定します。 

・LED 点灯制御（LED0～LED2）：P12～P14 を出力ポートに設定 

・スイッチ入力：P137/INTP0 を INTP0 立ち下がりエッジ検出割り込みに設定（外部プルアップ使用） 
 

3. スイッチの入力回数に応じた LED 表示を行います。 

・P137/INTP0 の立ち下がりエッジを検出して割り込み処理を行います。約 10 ms のチャタリング検出

を行い、スイッチ入力と判定した場合は LED 表示を変更します。VDD＜VLVIになった場合、LVD リ

セットが発生されますが、内蔵 RAM はリセット発生前の状態を保持します。注 1 

 

4. VDD＜VPDRになった場合、POR の内部リセットが発生し、LED 表示のデータは消去されます。 
 

注 1. このプログラムでは LVD によるリセットが解除されると RAM の値をリードします。そのときに RAM
パリティエラー検出機能によるリセットがかからないようにこの機能の動作を禁止しておきます。 
 

注意 デバイス使用上の注意事項については、RL78/G12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照し
てください。 
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図 5.1 にサンプルコードの動作概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1 サンプルコードの動作概要 

 

LED点灯パターン スイッチ（SW） 
の入力回数注1 LED0 LED1 LED2 

0 消灯 消灯 消灯 

1 点灯 消灯 消灯 

2 消灯 点灯 消灯 

3 点灯 点灯 消灯 

4 消灯 消灯 点灯 

5 点灯 消灯 点灯 

6 消灯 点灯 点灯 

7 点灯 点灯 点灯 

注 1. 8 回目以降は、0 回目からの点灯パターンの繰り返しになります。 
 

SW 

オン 1 回（10 ms 以上オン状態） 

＜入力＞

LED0 LED1 LED2 

＜出力＞ 

RL78/G12
マイクロコントローラ
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5.2 オプションバイトの設定一覧 

表 5.1 にオプションバイト設定を示します。 

 

表 5.1 オプションバイト設定 

 

 

5.3 変数一覧 

表 5.2 にグローバル変数を示します。 

表5.2 グローバル変数 

Type Variable Name Contents Function Used 

8 ビット RSWCNT SW 押下回数（補数） main 
IINTP0 

 

 

5.4 関数（サブルーチン）一覧 

表 5.3 に関数（サブルーチン）一覧を示します。 

 

表5.3 関数（サブルーチン）一覧 

関数名 概要 

RESET_START CPU 初期化（ポートクロック外部割り込み）して main 処理へ 

SINIPORT 入出力ポートの初期設定 

SINICLK クロック発生回路の設定 

SINIINTP0 外部割り込み設定の初期化 

 

 

アドレス 設定値 内容 

000C0H 01101110B ウォッチドッグタイマ動作停止（リセット解除後、カウント停止）

000C1H 01111111B LVD リセットモード 

立ち上がり電圧：2.81V（2.76V～2.87V） 

立ち下がり電圧：2.75V（2.70V～2.81V） 

000C2H 11100000B HS モード、HOCO : 24MHz 

000C3H 10000101B オンチップデバッグ許可 
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5.5 関数仕様 

サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

[関数名] SINIPORT 

概要 入出力ポートの初期設定 

説明 LED 点灯制御（LED0～LED2）：P12～P14 を出力ポートに設定 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考 なし 
 

 

[関数名] SINIINTP0 

概要 外部割り込み設定の初期化 

説明 外部割り込み設定の初期化を行います。 

割り込み要求をクリアしています。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考 なし 
 

 

[関数名] SINICLK 

概要 クロック発生回路の設定 

説明 動作クロックを HOCO 24 MHz に設定します。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考 なし 
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5.6 フローチャート 

図 5.2 に本アプリケーションノートの全体フローを示します。 

 

 

 

図 5.2 全体フロー 

Start 

End

CPU 初期化関数 
RESET_START 

CPU 初期化関数を実行前に、 
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5.6.1 CPU 初期化関数 
図 5.3 に CPU 初期化関数のフローチャートを示します。 

 

 

 

図 5.3 CPU 初期化関数 

 

RESET_START 

HALT 

スタックポインタ設定

メイン処理の呼び出し 

ES レジスタ設定 ES レジスタ←00H（テーブル参照用） 

INTP0 の初期設定 
SINIINTP0 

リダイレクション設定 PIOR レジスタ←00H

入出力ポートの設定 
SINIPORT 

P1 レジスタ←00011100B 
PM1 レジスタ←11100000B（20 ピンおよび 24 ピン製品の場合）

 00000000B（30 ピン製品の場合） 

クロック発生回路の設定 
SINICLK 動作クロックを HOCO（24 MHz）に設定

RPERDIS ビット←1RAM パリティエラー検出禁止 
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5.6.2 入出力ポートの設定 
図 5.4 に入出力ポートの設定のフローチャートを示します。 

 

 

 

図 5.4 入出力ポートの設定 

 

注 未使用ポートの設定については、RL78/G12 初期設定（R01AN1030J）アプリケーションノート“フロ
ーチャート”を参照してください。 

 

注意 未使用のポートは、端子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください。ま
た、未使用の入力専用ポートは個別に抵抗を介して VDD または VSS に接続してください。 

 

 

SINIPORT

return

ADPC レジスタ←00000001B 
PMC レジスタの各ビット←0 

アナログ入力兼用端子を 
デジタル入出力に設定 

P12～P14 を出力モードに設定 
(P137 は入力専用ポート) 

未使用端子の設定
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5.6.3 クロック発生回路の設定 
図 5.5 にクロック発生回路の設定のフローチャートを示します。 

 

 

 

図 5.5 クロック発生回路の設定 

 

注意 クロック発生回路の設定（SINICLK）については、RL78/G12 初期設定（R01AN1030J）アプリケー
ションノート“フローチャート”を参照してください。 

return

高速システムクロックの設定

SINICLK

CMC レジスタ←00000000B：高速システムクロック不使用 
MSTOP ビット←1 

CPU／周辺ハードウェア 
クロック（fCLK）の選択 

動作スピードモード制御 
レジスタの設定 

高速オンチップオシレータ 
周波数の選択 

WUTMMCK0 ビット←0：インターバルタイマのクロック停止 

MCM0 ビット←1：メインシステムクロック（fMAIN）に 
HOCO クロック（fIH）を選択 

HOCODIV2～0 ビット←000：HOCO の周波数を 24 MHz に選択
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5.6.4 INTP0 の初期設定 
図 5.6 に INTP0 の初期設定のフローチャートを示します。 

 

 

 

図 5.6 INTP0 の初期設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SINIINTP0

return

INTP0 割り込み禁止 PMK0 ビット←1

INTP0 有効エッジの設定

INTP0 割り込みクリア

EGN0 ビット←1
EGP0 ビット←0 

PIF0 ビット←0

 
・外部割り込み立ち上がりエッジ許可レジスタ（EGP0、 EGP1） 
・外部割り込み立ち下がりエッジ許可レジスタ（EGN0、 EGN1） 
INTP0～INTP11の有効エッジを設定するレジスタです。 

(1) INTP0 端子のエッジ検出を設定 

略号：EGP0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 注 1 0 注 1 EGP3 EGP2 EGP1 EGP0 

0 0 0 0 x x x 0 
 

略号：EGN0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 注 1 0 注 1 EGN3 EGN2 EGN1 EGN0 

0 0 0 0 x x x 1 
注 1. 20 ピンおよび 24 ピン製品の場合。 

 

ビット 0 

EGP0 EGN0 INTP0 端子の有効エッジの選択 

0 0 エッジ検出禁止 

0 1 立ち下がりエッジ 

1 0 立ち上がりエッジ 

1 1 立ち上がり、立ち下がりの両エッジ 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編

を参照してください。 
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5.6.5 メイン処理 
図 5.7 にメイン処理のフローチャートを示します。 

 

 

図 5.7 メイン処理 

 

main

INTP0 動作開始

電圧検出（LVD）回路 
による内部リセット要求が

No

RSWCNT←00011100B 
RSWCNT：RAM 上の変数 

Yes

LED の出力更新

Yes

スイッチの入力回数を 0 に設定 

PMK0 ビット←0

スイッチの入力回数が変化？

No
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5.6.6 INTP0 割り込み処理 
図 5.8 に INTP0 割り込み処理のフローチャートを示します。 

 

 

図 5.8 INTP0 割り込み処理 

 

 

IINTP0 

RETI 

INTP0 端子を読み込み 

スイッチの入力回数+1 

INTP0 割り込み要求をクリア

INTP0 端子はローレベル？ 

Yes

No

PIF0 ビット←0：INTP0 割り込み要求クリア

10ms 経過？

Yes

No

レジスタバンク 1 選択

RSWCNT←RSWCNT-00000100B 
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6. サンプルコード 

ルネサス エレクトロニクスのウェブサイトでサンプルコードを入手してください。 

 

7. 参考ドキュメント 

ルネサス エレクトロニクスのウェブサイトで最新版のドキュメントを入手してください。 

・RL78/G12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0200J） 

・RL78 ファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編（R01US0015J） 

・テクニカルアップデート/テクニカルニュース 
 

ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先  

http://japan.renesas.com/contact/ 
 

 

 



 

A-1 

改訂記録 RL78/G12 電圧検出回路（リセットモード） 

 

改訂内容 
Rev.  発行日 

ページ ポイント 

1.00 2012.9.1 — 初版発行  

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は、製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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